
7.スギ•トドマツ等の形態的特性による成長量の推定

t試險担当者

本場造林部JS伝育種第2研究室長 岡田宰fiSはか

北海通支端育種研究室長 餃®悴一郎ほか

2•試験目的

林木の幼苗期から伐期にいたるまでの成・艮経過を解析して,それぞれの樹種における成長型を 

分類し,それと関保する特•長の把握によってその判定法を邮し,林木の成長に関する合理的選 

抜法を究明するとともに,林業の近代1’匕に伴・なう経営の変化K完じた合目的種苗生涂のための來 

變砂を徊る。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

下おのとおり材料を採取し,1飾调杳をおこなった。

！スギ

⑴ 高知営朴局魚梁湖営林署管内

ヤナセスギ人工林(4 4年生)から林分蓼冷して,ランダム驼2 0本の個体を選び,仗倒 

して樹餘赫甲円板と形態翻荒用轼料を採取した。

⑵焦本管林局衛地物・峯賞内

クモトオシ人工林について,1年生から2 〇年生までの13林分からセナセスギと同じ方 

法によりそれぞれ1〇本ずつの個体を伐倒し,材料を採取した〇

2•トドマッ

札桃営林同夕張営林署管内

2 〇 〇本の個体から形態調査用就科とザイモグラフ用就料採取し,調音を行なった。

3.ア5エゾマッ

和帽営林咼余市営林署管内

15 〇本の值体から形態調査用就料を採取し,調査を行なった〇

4. 昭和4 5年度試験計画

特別会計技術廓発我から除外されたため,一般経常研究に彩し,前年K引つづき・実施する。

8.スギ,ヒノキ,マツ類の交配技術

!試験担当者

本場造林部遺伝育稽第三研究室長 福原榕膀ほか

関柬林木育裡埸 百海行男ほか

2•試験目的

主要針葉樹の人工交配を効果的に行なうEは,雌花から球果への歩止りを祕め,また球果あた 

りの飽全なタネの数をふやすことが必要である。そのため,肉眼的観察と解剖的觀察によって授 

扮適期を破對し,さらに授粉の時期と回敗の組合せ試耕を行ない,真の授粉適斯を判定して,夕 

ネの充実窺の向上をはかる。

3.昭和4 4年度の経通とえられた結果

切年度はヒノキ,アカマツ,クロマツのそれぞれについて雌花の開花状鵜を追跡し,ステージ 

をおさえることとしたが,4 4年［〜5月に調査した2樹称についておよそ次のような成果をえ 

た〇

アカマツ•クロマツ:アカマッ・クロマツの雉球花は鱗片が8列のラセン状配骰をなし,その 

総数はほぼ,クロマツ•アカマツとも90個である。このほとんどの薛片が盈出し終ったとぎ, 

咨麟片の(!啊がもっとも開き,珠孔よりの分秘涎う壺富であり,隙化最盛期のように思われる〇 

雄球花の鳞片が現われはじめ•開花股盛阳!になるまでに要する日数は,アカマツ•クロマツと& 

およそ1〇〜14日である。

ヒノキ用ついては,4 5年3〜5月に調査を行ない,とりまとめ中である。

4.昭和Z! 5年度の弑験計画

ヒノキ:開花状態の調赤および授粉の時筋と回数の調斉

アカマッ•クロマツ:授粉の時期と回数の捌商

授粉の時期と日数についての実腕方法はつぎのとおりである。
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